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活力あるまちを
めざし て

北千住駅東口地区再生計画(案)

北
千
住
駅
東
口
地
区
(
約
5
0
M
)の
再
生
を
目
指

す
「
地
区
再
生
計
画
」
が
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
計
画
は
こ
の
地
区
の
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
と
な
る
も
の
で
す
。

東
口
地
区
の
現
状

北
千
住
駅
東
口
地
区
は
、
駅

前
広
場
や
道
路
な
ど
公
共
の
施

設
が
未
整
備
で
、
商
業
活
動
の

停
滞
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
住
宅
地
の
多
く

は
道
路
が
狹
く
、
住
宅
の
建
て

替
え
も
思
う
よ
う
に
で
き
な
い

状
況
で
す
。

こ
の
た
め
、
防
災
や
環
境
の

面
で
も
問
題
が
多
く
、
人
口
の

減
少
、
高
齢
化
も
進
ん
で
き
て

い
ま
す

。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
学
識
経
験
者
な
ど
で

構
成
す
る
調
査
委
員
会
を
設

け

、東
口
地
区
を
商
業
の
振
興
、

居
住
環
境
の
改
善

、
都
市
基
盤

の
整
備
な
ど
、
総
合
的
な
観
点

か
ら
「
地
区
再
生
計
画
(
案
)
」

を
ま
と
め
ま
し
た
。

整
備
の
基
本
方
針

生
活
副
都
心
を
め
ざ
す
北
千

住
駅
周
辺
地
区
は
、
都
心
か
ら

も
近
く
、
都
内
で
も
有
数
な
交

通
の
要
衝
地
で
す
。

東
口
地
区
も
そ
の
立
地
特
性

を
生
か
し
、
西
口
地
区
と
一
体

と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
促
進

し
て
、
子
供
か
ら
お
と
し
よ
り

ま
で
様
々
な
人
が
集
ま
る
魅
力

あ
る
拠
点
づ
く
り
と
、
緑
あ
ふ

れ
る
安
全
で
住
み
よ
い
居
住
環

境
の
整
備
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ

る
う
え
で
、
必
要
と
な
る
駅
前

広
場
や
道
路
の
基
盤
整
備
も
あ

わ
せ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

土
地
利
用
方
針

駅
前
地
区
は
、
土
地
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
に
高
度
利
用

を
図
り
、
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
を

与
え
る
商
業
、
文
化
、
教
育
、

住
宅
等
の
複
合
的
施
設
を
導
入

し
、
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い
広
域

商
業
拠
点
・
文
化
振
興
拠
点
と

し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

駅
前
周
辺
地
区
は
、
駅
前
通

り
商
店
街
の
近
代
化
と
買
物
環

境
の
改
善
を
行
い
、
楽
し
み
な

が
ら
安
全
に
買
物
が
で
き
る
商

店
街
と
し
て
再
生
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
後
背
地
は
都
市

型
高
層
住
宅
を
中
心
に
整
備
し

ま
す
。

周
辺
住
宅
地
区
は
、
協
調
建

て
替
え
や
共
同
化
を
進
め
、
多

世
帯
が
居
住
で
き
る
低
中
層
住

宅
地
と
し
て
、
潤
い
あ
る
居
住

環
境
に
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
整
備
方
針

土
地
利
用
を
図
る
と
同
時

に
、
人
が
安
全
に
行
動
で
き
、

車
の
流
れ
を
円
滑
に
す
る
た

め
、
駅
前
広
場
や
道
路
、
な
ら

び
に
公
園
、
駐
車
場
な
ど
の
公

共
施
設
の
整
備
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

今
後
、
区
で
は
こ
の
再
生
計

画
(
案
)
を
も
と
に
、
地
元
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
　

・
再
開
発
第
二
課

萱
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

北千住駅東口駅前通り

地 区 の 将 来 イメ ージ

東京水辺ライン

水上バス運航中

隅
田
川
、
荒
川
、
東
京
湾

を
水
上
バ
ス
で
結
ぶ
「
東
京

水
辺
ラ
イ
ン
」
が
7
月
2
5日

に
就
航
し
ま
し
た
。こ
れ
は

東
京
都
と
東
京
都
水
辺
公
社

が
都
民
の
皆
さ
ん
に
、
水
辺

に
ふ
れ
て
も
ら
う
機
会
を
提

供
し
よ
う
と
行
っ
て
い
る
事

業
で
す
。

足
立
区
内
で
は
、
隅
田
川

に
面
し
た
千
住
関
屋
町
の
船

着
場
か
ら
1
日
4
回
出
航
し

て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に

楽
し
め
る

尚

川
遊
覧
コ
ー

ー

で
す
。

現
在
、
運
航
し
て
い
る
の

は
5
3
t
の
新
造
船
「
さ
く
ら

」

と
「
あ
じ
さ
い

」
の
2

隻
。

い
ず
れ
も
1
5
2人
乗
り
で

、
す

べ
て
予
約
制
で
す

。

忘
れ
か
け
て
い
た
川
と
の

ふ
れ
合
い
を
思
い
出
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

時
刻
表

表
1
の
と
お
り

料
金

表
2
の
と
お
り

申
込
方
法

乗
船
日
の
1

ヵ

月
前
(
5
0
人
以
上
の
団
体

は

、2
ヵ
月
前
)
か
ら
前

日
ま
で
に
電
話
予
約

受
付
時
間

午
前
9
時
I

午

後
5

時

申
込
・
問
合
せ
先

諾
東
京

都
水
辺
公
社

豐
(
5
6
0
8
)
8
8
6
9

測E 川をt ぴ氷t べ 周

表1　時刻表 ※年末年始の12 月29日から1月3日までは運行いたしませんので、ご了承下さい。

両国発一葛西臨海公園行

葛 西 臨 海 公 園 発 ― 両 国 行

千 住 船 着 場 案 内 図
足 立 区 干 住 曙 町42 番 地 先

表2 料金表
大回りルート( 時計回り)

※ その他いろいろな設定があります。お問い合わせください。
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本庁舎( 千住) へのお問い 合わせ は

3882- 1111 ㈹
本 庁舎 以 外 へ の お 問 い 合わ せ は
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福

祉

ご 利 用く だ さ い

老人日常生活用具

費用負担基準額
が変わりました

区
で
は
、6
5歳
以
上
の
ね
た

き
り
、
一
人
暮
ら
し
、
お
よ
び

高
齢
世
帯
の
方
が
、
自
宅
で
日

常
生
活
を
よ
り
過
ご
し
や
す
く

す
る
た
め
、
老
人
日
常
生
活
用

具
を
必
要
と
さ
れ
る
方
に
支
給

ま
た
は
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま

す
。た

だ
し

。所
得
に
応
じ
、一
部

費
用
の
負
担
が
あ
り
ま
す
(
7

月
1
日
改
正
)
。

支
給
品
目
(
1
)
特
殊
寝
台
(
2
)
　

浴
槽
(
3
)
湯
沸
器
(
4
)
マ
ッ

ド
レ
ス
(
5
)
エ
ア
ー
パ
ッ
ト

(
6
)便
座
(
7
)
特
殊
尿
器
(
8
)
　

入
浴
担
架
(
9
)
体
位
変
換
器

(
1
0
)
火
災
警
報
器
(
1
1
)自
動
消

火
装
一
(
1
2
)電
磁
調
理
器
　
(
1
3
)

ガ
ス
安
全
シ
ス
テ
ム
(
1
4
)
　

車
い
す
(
1
5
)歩
行
器
(
1
6
)シ

ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
(
1
7
)難
燃
性

寝
具
(
1
8
)洗
髪
器
(
1
9
)空
気

清
浄
器
(
2
0
)ベ
ッ
ド
用
テ
ー

ブ
ル
(
2
1
)介
護
用
リ
フ
ト

(
2
2
)
移
動
用
バ
ー

※
一
人
暮
ら
し
お
よ
び
高
齢
世

帯
の
方
は
(
1
0
)
(
1
1
)
(
1
2
)
(
1
3
)

だ
け
で

す
。

S
用
負
担
基
準
表
1

申
込
・
問
合
せ
先

管
轄
の
各

福
祉
事
務
所
(
表
2
)

表1 老人日常生活用具費用負 担基準表2 福祉事務所一覧

戦
没
者
等
の

遺
族
の
方
へ

特
別
弔
慰
金
が

請
求
で
き
ま
す

満
州
事
変
以
降
、
軍
人
・
軍

属
・
凖
軍
属
と
し
て
戦
闘
公
務

に
よ
り
戦
死
、
次
た
は
そ
の
時

の
傷
病
が
も
と
で
死
亡
し
た
方

の
死
亡
当
時
の
三
親
等
内
観
族

で
、
法
に
定
め
る
先
順
位
者
の

方
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
請
求
で
き
ま
す
。(
1
)

昭
和
6
0年
4
月
1
日
か
ら
平

成
元
年
3
月
3
1日
ま
で
の
間

に
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年

金
等
の
受
給
権
者
が
い
な
く

な
っ
た
場
合

(
2
)
昭
和
6
0年
4
月
2
日
か
ら
平

成
元
年
4
月
1
日
ま
で
の
間

に
、
傷
病
恩
給
、
障
害
年
金

等
の
受
給
権
者
が
、
当
該
年

金
を
受
給
す
る
原
因
と
な
っ

た
障
害
の
た
め
に
死
亡
し
た

場
合
で
、
遺
族
内
に
遺
族
年

金
等
の
受
給
権
者
が
い
な
い

と
き

※
今
ま
で
に
特
別
弔
慰
金
を
受

け
る
権
利
を
得
た
方
、
お
よ
び

時
効
に
よ
り
失
権
し
た
方
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

支
給
さ
れ
る
特
別
弔
慰
金
1
8
　

万
円
(
6
年
償
還
国
債
)

請
求
期
限

平
成
4
年
6
月
2
7

請
求
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)・
民
生
係

児童扶養手当

特別児童扶養手当

現況届の提出を

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、8
月
1
2日
か
ら
9
月
1
0日

ま
で
に
現
況
届
を
提
出
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。現

況
届
を
提
出
し
ま
せ
ん

と
、
こ
れ
か
ら
の
手
当
の
支
給

が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
出
期
間
に
つ
い
て

は
、8
月
初
め
に
お
送
り
す
る

お
知
ら
せ
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
な
る
べ
く
そ
の
期
間

内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
。

児
童
助
成
係

「
こ
と
ば
」
に

お
困
り
の
方

言
語
相
談
・
言
語

訓
練
希
望
者
募
集

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、
身
体
障
害
者
の
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
専

門
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
と
ぱ
」
が
不
自
由
で
お

困
り
の
方
、
言
語
療
法
士
に
よ

る
相
談
・
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
事
業
係

さ
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

法

律

生
産
緑
地
法

一
部
改
正

生
産
緑
地
法
が
改
正
さ
れ
、

緊
㎡
(
5
畝
・
4
9
5㎡を
含
む
)

以
上
の
一
団
の
農
地
(
農
道
等

を
含
む
、
一
定
の
道
路
で
隔
て

ら
れ
て
い
て
も
合
わ
せ
て
よ

い
)
は
、
生
産
緑
地
に
指
定
す

る
こ
と
が
で
き
、
農
地
の
固
定

資
産
税
は
農
地
課
税
に
な
り

相
続
税
納
税
猶
予
制
度
も
適
用

さ
れ
ま
す

。

し
か
し

、
生
産
緑
地
に
指
定

す
る
と
農
地
施
設
以
外
に
は
転

用
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
と
同

時
に

、
指
定
後
3
0年
経
過
し
な

い
と
生
産
緑
地
の
買
取
り
請
求

が
で

き
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し

、3
0年
た
た
な
く

て
も

、
主
た
る
従
事
者
や
一
定

割
合
以
上
従
事
し
て
い
る
者

が
、死
亡
や
訶
気
等
の
故
障
(
長

期
の
病
気
療
養
も
含
め
る
こ
と

を
検
討
中
)
に
な
っ
た
と
き
は

、

そ
の
時
点
で
買
取
り
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
買
取
り
請

求
は
、
一
部
の
農
地
で
も
可
能

で
す

。
買
取
り
請
求
し
て

。3

ヵ
月
以
内
に
所
有
権
移
転
が
行

わ
れ
な
い
場
合
は
、
転
用
制
限

が
解
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た

、死
亡
し
た
時
(
相
続
の

開
始
か
ら
6

ヵ
月
以
内
か
つ
平

成
4
年
1
2
月
3
1日
ま
で
の
閧
)

に

、
生
産
緑
地
に
な
っ
て
い
な

い
と
、
農
地
の
相
続
税
納
税
猶

予
制
度
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

。

な
お

、
詳
細
に
つ
い
て
は

、9

月
か
ら
1
0月
ご
ろ
に
建
設
省

か
ら
出
さ
れ
る
予
定
で
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

都
市
計
画
係
・
‘
(
3
8
8
2
)
　
1
1
1
1

㈹
、
ま
た
は
中
央

本
町
庁
舎
・
農
産
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
8

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
募
集
し
ま
す

姉
妹
都
市
ベ
ル
モ
ン
ド
市

か
ら
学
生
使
節
団
が
足
立
区

を
訪
問
し
ま
す
。
9
月
3
0日

に
7
人
、
1
0月
2
日
に
1
5人

の
使
節
団
が
訪
れ
る
予
定
で

す
。そ

こ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
使
節
団
の
ホ
ー
ム

ス

テ

イ

を

受

け

入

れ
て

い

た

だ

け

る

家

庭
(

ホ

ス

ト

フ

ァ

ミ

リ

ー
)

を

募

集

し

ま

す

。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間
　

▽
9
月
3
0
日
～
1
0
月
　

5

日
(
5

泊
)
・
・・
1
5
歳

の

女

子
5

人

、
男

子

2

人

▽
1
0
月
2

日

～
7

日
(
5

泊
)
・
:
1
3
　

～
1
4

歳

の

女

子
6

大

、
男
子
4

人

、
大
人
I
　

大

▽
1
0月
5
日
～
7
日

(
2
泊
)
…
大
人
4

人

対
象

区
内
在
住
の
方

申
込
条
件

▽
I

家
庭
学
生

2
人
、
大
人
1
人
の
使
節

団
員
を
世
話
で
き
る
方
　

▽
使
節
団
員
の
送
迎
が
で

き
る
方
(
家
と
区
役
所
閧
)
　

▽
使
節
団
歓
迎
会

、
送
別

会
等
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参

加
で
き
る
方

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た

は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

聯
国
際

親
善
協
会
(

区
役
所
仲
町

分
室
内
)

さ
(
3
8
8
　
2
T
1
1
1

㈹

今
年
も
よ
ろ
々

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権
と
差
別
(
1
)

基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ

と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利

と
し
て
、
憲
法
に
保
障
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
現
実
の
社
会

に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
差
別
や

偏
見
が
あ
り
ま
す
。

女
性
問
題

女
性
で
あ
る
と
い
う
だ
け

で
男
性
と
差
別
さ
れ
、
社
会

的
に
不
利
益
な
扱
い
を
受
け

る
状
況
を
な
く
す
た
め
に

。

国
際
婦
人
年
を
き
っ
か
け
と

し
て

「
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

足
立
区
で
も
、
男
女
共
生

社
会
を
め
ざ
す
、「
ウ
イ
メ
ン

ズ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
あ
だ
ち
H
I

第
2
次
足
立
区
女
性
行

動
計
画

」
を
策
定
す
る
等
環

境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す

。

し
か
し

、
ま
だ
、
企
業
の

取
り
組
み
や
人
々
の
意
識
の

面
で
、
問
題
が
残
さ
れ
て
い

る
の
も
現
実
で
す
。

住
み
よ
い
社
会
と
は
、
男

女
が
と
も
に
自
立
し
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
平
等
に
参
加
す

る
権
利
と
機
会
が
保
障
さ
れ

て
い
る
社
会
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
区
も
区

民
も
一
体
と
な
っ
て
、
女
性

問
題
解
決
の
た
め
、
い
っ
そ

う
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

8 月は「道路を
守る月間」です
8 月10 日 は 道 の 日

8
月
は

「
道
路
を
守
る
月

間
」で
す
。こ
の
月
間
を
通
じ

て

、
道
路
が
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
に
大
切
な
施
設
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に

、
道
路

を
安
全
で
快
適
な
環
境
に
保

ち

、
広
く
美
し
く
利
用
さ
れ

る
こ
と
を
潁
っ
て

、
い
ろ
い

ろ
な
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す

。
ふ

る

里
の
ぬ

く
も
り
　

伝

え

る

道

づ

く

り
　

こ
れ
は

「
道
路
を
守
る
月

閧
」
の
今
年
の
標
語
で
す
。

区
で
は
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
や
さ
し
さ

と
潤
い
に
あ
ふ
れ
、
安
全
で

快
適
な
道
路
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
道
路
に

商
品
を
せ
り
出
し
た
り
、
自

動
販
売
機
を
置
い
た
り
、
日

よ
け
や
看
板
が
突
出
し
て
い

た
り
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
の

放
置
、違
法
駐
車
な
ど
、心
な

い
人
た
ち
に
よ
っ
て
道
路
の

機
能
が
損
わ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
道
路
環
境

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
思
い
や

り
や
、心
掛
け
が
必
要
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
を
占
用
す
る

に
は
許
可
が
必
要

道
略
は
原
則
的
に
通
行
す

る
た
め
の
施
設
で
す
が
、
通

行
の
支
障
に
な
ら
な
い
場
合

に
限
り
。
区
や
警
察
の
許
可

を
縟
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

日
よ
け
、
看
板
、
建
築
行

為
時
の
足
場
、
道
路
の
切
下

げ
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
移
般

な
ど
、
遭
路
に
関
す
る
こ
と

は
、
事
前
に
相
談
・
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
中
央
本
町
庁

今
路
政
課

さ
(
3
8
8
　
0
)
5
2
3
1

▽
千
住

警
察
署
H
(
"
>
8
7
9
)
　
0
1
1
0

、
西
新
井
警
察

署

啻
(
3
8
5
2
)
0
　
1
1
0

、
綾
瀬
薯
察
署
　

豐
(
3
6
2
0
)
0
1
1
　
0

、
各
交
通
課

保 木間 せ せらぎ の道

パ
ネ

ル

展

都
市
景
観
を
考
え
た
道
路

整
備
の
状
況
と
、
違
反
看
板

や
放
置
自
転
車
を
撤
去
し
、

安
全
な
道
路
環
境
の
整
備
に

努
力
し
て
い
る
娶
を
、
パ
ネ

ル
や
資
料
を
展
示
し
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

日
程
8
月
5
日～
9
日

場
所

中
央
本
町
庁
舎
1
階

ロ
ビ
ー

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
路
政
課

S
(
3
8
8
0
)
5
2
3
1

衛星
試験

所
メ

モ

水
の
消
毒
薬

〝
塩
素
〟

し
ば
し
ば
気
に
な
る
水
道

水
の
カ
ル
キ
臭
。
そ
の
に
お

い
の
も
と
「
塩
素

」は

、
い
ろ

い
ろ
な

顔
を
も
っ
て
い
ま

す

。塩
素
は
、
強
力
な
殺
菌
効

果
や
漂
白
作
用
を
持
っ
て
い

る
反
面

。
分
解
さ
れ
や
す
い

性
質
の
も
の
で
す
。

身
近
な
例
で
は
、
台
所
用

や
洗
濯
用
の
漂
白
剤

。
プ
ー

ル
用
消
毒
剤
な
ど
が
同
じ
仲

問
で
す
。

塩
素
が
残
留
し
て

い
れ

ぱ
、
効
果
が
持
続
し
安
心
で

す
が
、
な
く
な
る
と
、
細
菌

が
繁
殖
し
て
く
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

受
水
槽
が
大
き
い
わ
り

に
、
使
用
量
の
少
な
い
ビ
ル

の
水
、
使
わ
ず
に
長
く
放
置

し
て
お
い
た
浄
水
器
な
ど

は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
一
方
で
、
塩
素
は
S

が
多
い
と
配
管
の
金
属
を
腐

食
さ
せ
た
り
、
に
お
い
や
味

を
つ
け
、
ま
ず
い
水
に
し
ま

す
。さ

ら
に
、
塩
素
は
水
中
の

有
機
物
と
化
合
し
て
、
発
ガ

ン
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
ト
リ
(
ロ
メ
タ
ン
類
を
つ

く
り
ま
す
。

衛
生
試
験
所
の
水
道
水

で
、
夏
と
冬
の
6
日
間
、
総

ト
リ
(
ロ
メ
タ
ン
の
測
定
を

し
ま
し
た
。
気
温
の
高
い
夏

の
ほ
う
が
総
ト
リ
(
ロ
メ
タ

ン
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
両

方
と
も
基
準
値
を
下
回
っ
て

い
ま
し
た
。

ト
リ
(
ロ
メ
タ
ン
を
除
く

に
は
、
数
分
間
の
煮
沸
が
効

果
的
で
す
。
ま
た
、
活
性
炭

入
り
浄
水
器
で
も
あ
る
程
度

除
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

衛
生
試
験
所
　

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
7
0

総トリハロメタン測定結果
( 昨年度)

PPb: 11 申に100万分の19 含有
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みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
千 住 保 健 所　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　3606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所　3880- 5351
本庁 舎( 千住) ・保健 予防 係　3882- 1111 ㈹

年

金

今
月
は
老
齢

福
祉
年
金
定
時

届
提
出
月
で
す

8
月
は
。
老
齢
福
祉
年
金
を

受
け
て
い
る
方
が
定
時
届
を
提

出
す
る
月
で
す
。

こ
の
届
は
、
8

月
か
ら
翌
年
7

月
ま
で
の
1
年
間
、
老
齢
福

祉
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
を
決
め
る
大
切
な
手
続
き
で

す
。8

月
の
年
金
を
受
け
た
ら

(
8
月
1
2
日
か
ら
支
払
い
)

す

ぐ
に
、
国
民
年
金
証
書
を
添
え

て
定
時
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
(
提
出
期
限
8
月

末
日
)
。

な
お
、
老
齢
福
祉

年
金
の
本
人
所
得
制

限
額
が
、
8
月
か
ら

表
3
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
す
。

提
出
・
問
合
せ
先
　

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
給
付

係S
(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

表3 老 齢福 祉 年 金
本 人 所 得 制 限

国
民
年
金

6
0歳
説
明
会

年
金
制
度
の
仕
組
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て
、
6
0歳
を
迎

え
た
方
を
対
象
に
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

日
時
8

月
2
3日
(
金
)
、
午
前

1
0時

と
午
後
2

時
の
2

回

場
所

中
央
本
町
庁
舎
3
階
会

議
室

対
象

昭
和
6

年
9

月
2
日
か

ら
1
0
月
1

日
生
ま
れ
の
方

(
対
象
者
に
は
別
途
通
知
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

適
用
佩

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ご
存
じ
で
す
か

保
険
料
の

免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将

来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
事
情
や
傷
病
な
ど

の
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
に
は
、
保
険

料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は
、
国
民
年
金
課
ま

た
は
、近
く
の
区
民
事
務
所
へ
。

※
印
か
ん
、
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の
(
納
付
書
、
年
金
手
帳
)

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

生
活

環
境

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

は
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
4
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
分

室酋
(
3
6
0
2
)
8
8
2
ワ
`
　

な
お
。
水
洗
化
工
事
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま

す
。
工
事
前
に
申
請
し
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表4 水洗化可能地域
教

育

中
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験

こ
の
試
験
は
、
病
気
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、

そ
の
保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学

校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予

ま
た
は
免
除
さ
れ
た
方
な
ど
に

対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す

る
た
め
に
文
部
省
が
行
う
試
験

で
す
。
合
格
者
に
は
高
等
学
校

入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

試
験
日
1
1
月
8
日
(
金
)

試
験
場

都
立
中
央
図
書
館

試
験
科
目

国
語
、
社
会
、
数

学
、
理
科
、
外
国
語
(
英
語

ま
た
は
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン

ス
語
)

願
一
受
付
期
間
8
月
5
日～
　

9
月
4
日

願
善
受
付
場
所

都
・
教
育
庁

義
務
教
育
心
身
障
害
教
育
課

問
合
せ
先

都
・
教
育
庁
義
務

教
育
心
身
障
害
教
育
課
小
中

学
校
係

昔
(
5
3
2
0
)
6
　
7
5
2

ま
た
は
、
本
庁
舎

♀
住
)
・
学
事
第
一
係

み
ど
り

緑
化
啓
発
見
学

会
参
加
者
募
集

国
立
環
境
研

究
所
を
見
学

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
に

。
緑
"
の
素
晴
ら
し
さ
や
大
切

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
緑
化
啓
発
見
学
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
つ
く
ぱ
市
に
あ
る

国
立
環
境
研
究
所
と
っ
く
ぱ
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

を
見
学
し
ま
す
(

貸
切
バ
ス
利

用
)
。

日
時
・
集
合
場
所
1
0

月
1
7日

(
木
)
、
午
前
9
時
、
本
庁
舎

(
千
住
)
前
集
合

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所

。氏
名

、年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
(
―
人
1

枚
に
限
る
)

定
員
4
0

人
(

応
募
多
数
の
場

合
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
期
限
9

月
1
4日
(

消
印

有
効
)

※
昼
食
は
各
自
持
参
し
て
く
だ

さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁

舎

♀

住
)

・
緑
化
係

〒
1
2
0
　

千
住
―
-
4
-
1
8

見 沼 代 親 水 公 園

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

雲
仙
・
普
賢
岳

噴
火
災
害
義
援
金

6
月
2
1日
か
ら
7
月
1
5日
ま

で
受
け
付
け
ま
し
た
、雲
仙
蠱

賢
岳
噴
火
災
害
義
援
金
は
、
多

く
の
方
の
ご
協
力
に
よ
り
2
2
4
万
9

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
寄
せ

ら
れ
た
義
援
金
は
早
速
被
災
地

へ
送
り
ま
し
た
。

A
総
務
課
V
　

日
赤
足
立
地
区
に
は
、
町
会

運
合
会
5
7
2万円
、
千
住
魚
市
場

卸
協
同
組
合
等
7
6万
円
。合
計
6
4
8

万
円
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

A
地
域
振
興
課
V

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で

、1
団

体
1

事
業

、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
(
I

モ
ニ
カ
初
心
者
講
習

会
9

月
3
・
1
0
・
1
7日

、1
0

月
1

・
8
日

、
午
後
6

時
/

第
十
四
中
学
校
/
費
用
3

千
円
/

蓮
沼

魯
(
3
8
8
5
)
3
5
8
5

☆
金
曜
美
術
ク
ラ
ブ
・
猖
金

曜
展
(
油
絵
、水
彩
)
8

月
2
1
日
～
2
5
日
、午
前
1
0
時
～

午
後
6
時
(

初
日
正
午
開

場
、最
終
日
午
後
3

時
ま
で
)
/

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/

江
坂

啻
(
3
8
8
2
)
2

=
募

集
=

☆
山
岳
会
(

ふ
れ
ん
ど
)

毎
月
―
回
以
上
日
曜
日
/

青

年
男
女
/

無
料
(
実
費
、
交

通
費
は
自
己
負
担
)
/

返
信

用
6
2
円
切
手
を
同
封
の
う
え

郵
送
/
東

〒
1
2
1神
明
3
1
2
4
-
2
9

豐
(
3
6
0
5
)
8

☆
足
立
登
校
拒
否
を
考
え
る

会

毎
月
第
2
土
曜
日
、
午

後
2
時
～
4

時
/
中
央
本
町

四
丁
目
集
会
室
/

登
校
拒
否

の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
/

月
額
1
0
0円(
郵
送
料
)
/
竹
内

酋
(
3
8
5
2
)
0
6
5
6

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
　

(
ル
ン
ル
ン
会
)
毎
週
金

曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
1
8

時
3
0
分
/
中
央
本
町
体
育
館

/
入
会
金
2
千
円
、月
額
3

千
円
/
邑
中
(
ム
ラ
ナ
カ
)

酋
(
3
8
5
9
)
5
4
5
4

☆
話
し
方
(
梅
鳥
火
曜
サ
ー

ク
ル
)
毎
月
第
2
・
4
火

曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

入
会
金

千
円
、
月
額
千
鴎
円
/
田
島

昔
(
3
8
8
4
)
6
7
2
0

☆
ス
ポ
ー
ツ
し
ま
し
ょ
う

(さ
ざ
な
み
会
)

毎
週
火

曜
日
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
毎

月
第
2

・
4
木
曜
日
・
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
、
毎
週
金
曜
日

・
卓
球

、
午
後
6

時
3
0分
1
9

時
/

千
寿
第
三
小
学
校
体

育
館
/
年
額
1
種
目
瞋
円
、

通
信
費
跏
円
/
高
校
生
以
上
/

長
谷
部

酋
(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

☆
ヨ
ガ
と
気
功
(
(
ツ
ピ
ー

ヨ
ガ
)
毎
週
火
曜
日
、午
前

1
0
時
～
正
午
/
青
年
セ
ン
タ

ー
/
入
会
金
千
円
、月
額
2

千
緊
円
/
初
心
者
大
歓
迎
/

川
和
酋
(
3
8
5
6
)
0
6

☆
女
声
合
唱
(
コ
ー
ル
い
ず

み
)
毎
月
4
回
、午
前
1
0

時
～
正
午
/
青
年
セ
ン
タ
ー

/
入
会
金
千
円
、
月
額
2
千

円
/
古
田

眥
(
3
6
0
5
)
2
9
3
8

☆
籘
工
芸
サ
ー
ク
ル

毎
月
2

回
、
火
曜
日
/
文
化
会
館

別
館
/
月
額
千
瞋
円
/
小
島

魯
(
3
8
4
9
)
1
0
8
2

掲
示
板

□
第
3
9回
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
募
集

都
民
の
方
に

、
統
計
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
統
計
の

表
現
技
術
の
向
上
を
図
る
た

め
、
統
計
グ
ラ
フ
を
募
集
し

ま
す

。

対
象

都
内
在
住
・
在
動
・

在
学
の
方

課
題
自
由
。た
だ
し
示
学
　

3
年
生
以
下
は
観
察
結
果

規
格
▽
中
学
生
以
下
・
:
B
　

2
判
(
7
2
8
″
x
5
1
・
l
O
　
`

)
▽
高
校
生
以
上
・
・
・
B
　

1
判
(
1
0
3
作
×
?
8
巧

申
込
期
限
9

月
5
日

郵
送
申
込
・
問
合
せ
先
都
　

・
統
計
協
会
(
〒
1
6
3
1
0
1
　

西
新
宿
2
4
8
-
1
総
務
　

局
統
計
部
s
5
3
8
8
　

-
2
5
1
6
)

□
放
送
大
学
平
成
3
年
度
第

2
学
期
(
1
0月
)
学
生
募
集

募
集
人
員

▽
全
科
履
修
生

…
2
千
人

▽
選
科
履
修

生

科
目
履
修
生
、
特
修

生
…
合
計
6
千
人

出
願
期
限
8

月
1
5日

募
集
要
項
請
求
先

大
学
本

部
ま
た
は
学
習
セ
ン
タ

ー
(

ガ
キ
で
の
請
求
可

申
込
・
問
合
せ
先

放
送
大

学
本
部

〒
譫
千
葉
市
若

葉
2
1
1
1
a
0
4
7
2
　
　

(
7
6
)
5
1
1
1

□
「
ゆ
く
え
不
明
の
人
を
さ

が
す
相
談
所
」の
開
設

皆
さ
ん
の
家
族
や
知
り
合

い
の
方
で
、
▽
病
気
な
ど
を

苦
に
、
家
出
を
し
て
所
在
が

わ
か
ら
な
い

▽
旅
行
や
働

き
に
出
て

長
い
閧
消
息
を

絶
っ
て
い
る

▽
犯
罪
や
事

故
で
亡
く
な
っ
て
い
る
お
そ

れ
が
あ
る
I
な
ど
、
ゆ
く
え

不
明
に
な
っ
て
い
る
人
が
い

ま
し
た
ら
、こ
の
機
会
に
ぜ

ひ

、
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

相
談
所
に
は

、
全
国
各
地

の
資
料
が
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。相
談
に
お
越
し
の
際
は

、

ゆ
く
え
不
明
当
時
の
写
真
や

血
液
型

、歯
の
治
療
状
況
等

、

本
人
を
特
定
す
る
資
料
を
お

持
ち
く
だ
さ
い

。

開
設
場
所
・
日
時
浅
草
蕃
　

察
署
観
音
前
派
出
所
〔地
　

下
鉄
浅
草
線
下
車
a
　
　

(
3
8
7
1
)
0
1
1
0
　

㈹
〕・
・
・
8
月
1
1
日
～
2
0
　

日
、午
前
9
時
～
午
後
5
　

時
3
0
分
(
土
・
日
曜
日
も

有
)

※
各
警
察
署
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す

。

≪
千
住
・
西
新
井
・

綾
瀬
警
察
署
≫

□
8
月
は
個
人
事
業
税
第
1

期
分
の
納
期
で
す

納
税
通
知
書
は
8
月
中
旬

ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
お
近
く
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
ま
た
は
都
税
事
務
所

な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
税
金
は
、2
3区
内
の

固
定
資
産
税
・
都
市
計
圃
税

と
と
も
に
便
利
な
口
座
振
曾

納
税
が
利
用
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

足
立
都
税
事
筋

所酋
(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

□
税
務
署
の
組
織
が
変
わ
り

ま
し
た

所
得
税
部
門
、
資
産
税
部

門
、
法
人
税
・
源
泉
所
得
税

部
門
、
間
税
部
門
を
廃
止
。

個
人
課
税
部
門
、
法
人
課
税

部
門
を
新
設
し
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
。▽
足
立
税

務
署
廿
(
3
8
8
8
)
6
2

4
1
▽
西
新
井
税
務
署

酋
(
3
8
4
0
T
1
1
1

▽
税
務
相
談
室
足
立
分
室

a
(
3
8
8
1
)
8
6
9
2

へ
。s
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ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

親
睦
交
流
会
参
加
者
募
集

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
の
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

1
0月
1
0日
選
抜
さ
れ
た
I
ブ

ロ
ッ
ク
8
チ
ー
ム
が
1
0月
2
0日

の
交
流
会
に
出
場
し
ま
す
。

日
時
・
会
場

下
表
の
と
お
り

対
象

区
内
在
住
、
在
勤
者
の

チ
ー
ム
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
方

は
ご
還
慮
く
だ
さ
い
)

チ
ー
ム
編
成

▽
4
人
以
上
6
　

人
以
内
の
選
手
と
監
督

▽

コ
ー
ト
に
出
場
す
る
選
手
の

合
計
年
齢
が
1
5
0
歳
以
上

定
数
I

ブ
ロ
ッ
ク
(

体
育
指

導
委
員
会
の
ブ
ロ
ッ
ク
)
で

3
2チ
ー
ム

、
内
男
子
4

チ
ー

ム
(

多
数
の
場
合
抽
選
)
S

用

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
全

員
の
住
所

、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号

、「
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
参
加
希
望
」
と
明
記

(
監
气

主
将
を
表
示
)

申
込
期
限
8

月
2
0日

申
込
・
問
合
せ

先

本
庁
舎

♀

住
)
・
体
育
振
興
係
　

〒
1
2
0千
住
I
-
4
1
1
8

・
‘
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

※ 会 場に つい ては 、後日 、出 場チ ームに 連絡し ま す。

社会体育指導者養成

区民スポーツ大学

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し
て
必

要
な
知
識
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん

か
。

日
時
・
鳩
所
・
内
容

下
訝
の

と
お
り

対
象

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し

て
活
励
し
て
い
る
1
8歳
以
上

の
区
内
在
住
、
在
勤
の
方

定
員

川
人

S
用

無
料
(
教
材
費
は
実
費

負
担
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
、
電
話
番
号
、
職
業
、
指

導
歴
、
自
己
P
R
を
明
記

申
込
期
限
8

月
2
1日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)・
体
育
振
興
係

〒
1
2
0

千
住
1
-
4
-
1
8

豐
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹
※ 時間はいずれも午後6時～9時

情 報 コ ー ナ ー

世 帯と 人 口( 3 年7 月1日現 在) |
世 帯　249, 725
人 口　644, 008 人

男　　327, 314 人
女　　316, 694 人

映 像 で 見 る 世 界( 第4 回)
飢え る っ て わ かり ま すか?

―飽 食 の 私 た ち と 飢 餓 ―

私 た ち が あ ふ れ る ほ ど の 食 べ 物
に 囲 ま れ て い る 一 方 で 、 飢 え に 苦

し む 多 く の 人 が 世 界 に は い ま す 。
今、私たちにできること、すべ

きことは何か考えてみましょう。
日時8月21日( 水) 、午後7時～　

8B53& ラミy

内 容 じ>ベ ン ガ ル15 じ>飢 餓 か ら

の 脱 出 極 貧 の ア ン デ ス か ら

費 用 無 料
申 込 方 法 当 日 直 接 会 場 へ
場 所 ・ 問 合 せ 先 青 年 セ ン タ ー

0389 《〕―0061

第44回 区民体育大会
ソフト ボール大会

参 加 者 募 集
日時9 月8 ・15・22 ・29日( 雨

天 順延) 、 午前8 時
場 所 江 北橋 緑地 右 岸C 、D 面
対 象18 歳以 上 の区 内 在住、 在 動

の 方( 学生 は除 く)
費 用1 チー ム5, 000円
申 込 方法 電 話
申 込期 限8 月10 日
※ キ ャプ テン 会議 を9月1日( 日) 、
正 午、 総 合ス ポ ーツ センタ ーで 行
い ま す。
申 込 ・問 合せ 先 区ソ フト ボー ル

週11畳 佐E々 木 酋3897- 0760

講 習 会

16ミリ映写機操作法
日時9月3日～11日( 7、8日　

を除く7日間) 、午後6時～8時　
30分

場所 青年 セン タ ー
対象 区内 在住 ・ 在動 の16歳 以上

の 方 で、 全日 程受 講で きる 方
定員24 人( E 和し 込み 多 数の 場合

は 抽 選)
費用 無料
申 込 方 法 往復 ハガ キ に 住所 、氏

名、年齢 、職業( 勤務 先) 、電話
番 号 、「16ミ リ 講習 会応 募 」と明
記

申 込 期限8 月20 日消 印 有効
申 込 ・問 合 せ先 中 央 図 書館
〒123 梅 田7 ―13―1

03840 ―4646

ワープロソフ卜
入 門 教 室

日程9月3日～5日
コースレ午前の部午前10時～　

午後1時[ >午後の部午後2　
時～5時じ>夜間の部午後6　
叫陷0夕y～9E寿

場所 動労 福祉 会 館
対 象 初心 者の 方
定員 各コ ース20 人( 抽選)
費用9, 000 円
申込 方 法 往復 ハガ キ に住 所 、氏

名、 年齢 、電 話 番号 、希 望 する
コ ース 、「 ワ ープ ロ 教 室 甲 し 込
み 」と 明 記

申 込 期限8 月12 日
申 込 ・問 合 せ先 サービ ス セン タ

ー ゆう 〒120 綾 瀬1 ―34―7　
―102113838 ―3586

耳 より 情 報

あいネット21
フレ ッシ ュな 情報 を、 お とど け

す るあ い ネ ット21
現 在、リ サ イク ル掲 示 板( 5 井)

が 充実 。 皆さ ん から 、よ せ ら れた
情 報 が1{ X}件 ほど 集 まっ てい ま す。

ぜ ひ、 ご利 用く だ さい 。
広 報課

あ だ ちブ ラス バ ン ド
フ ェ ス テ ィ バ ル' 91

参 加 団 体( 社 会 人) 募 集

区 内 で活 動し て いる 吹 奏楽 団の
皆さ ん 。ブ ラス バン ド フ ェス テ ィ
バ ルで 日ご ろの 練 習成 果を 発 表し
て みま せん か。
日時10 月20日( 日) 、午 前11時開

演( 予 定)
場所 文化 会館
申 込 方 法 電 話
申 込 期限8 月30 日
申 込 ・問 合 せ先 本庁 舎( 千 住) 　

・ 文化 振 興係

B3882 ―1U1< 代)

女 性 総 合 センターの 催 し

● 女 性 史 講 座
女 性 の 社 会 的 地 位 の 変 遷

「元 始女 性は 太陽 であ っ た」 は 雑
誌「青 鞜 」の発 刊 の言葉 で す 。長 い
歴史 の中 で 女性 が 太陽 であ っ た時 期
があ った でし ょう か。こ こ から 女 性
たち の疑問 が始 まり ます 。

今 回の 講座 で は、 今を 生 き る女 性
たち の位 置を 確 かめ るた め に 、現 代
から 過去 にさ か のぼ る学 習 と、 地域
女性 史の 課題 につ い て考 え ます 。
日 程 上 表の とお り
対象 区 内在 住 、在 動、 在 学の 方
定員40 人( 抽 選)
費用 無 料
申 込 方法 往 復ハ ガ キに 住所 、氏 名 。

年 齢、職 業、電 話番 号 、希 望理 由 。
「女性 史講 座希 望 」と 明 記

申 込期 限8 月20日 必着

女性 史 講座 テ ーマ 「 女 性の 社 会的 地位 の 変 遷」

毎週金羅日午後6時30分～8時30分( 第1回は午後6時30分～9時、第8回? 6日のみ奎● R、午旛冫～5勝)

● チ ャ レ ン ジ
夏 休み/ 父 と 子 の料 理教 室

料理 は、 お 母さ んだ け の仕 事 では
あり ません 。い つ もは 仕 事で 忙し い
お 父さ ん。 お子 さ ん とい っし ょ にチ
ャレ ン ジし て み ませ んか。
日時8月24日( 土) 、午前10時～午　

後2 時
対 象 区内 在住 、 在勤 、 在学 で小 学

校3 年 生 から 中学 生 まで のお 子さ
ん とい っし ょ に、 参 加で きる 方

定員24 組( 抽 選)
費用 無 料( ただし 材料 費1 人800円

程度 実 費 負担)
申 込 方法 往 復 ハガ キに 住所 、 父 観

と 子供 の氏 名 、父 親の 年齢 、 子ど
も の学 年、父 親 の職 業、電 話 番号、
希望 理 由、F父子 料理 教 室」と 明記

申 込期 限8 月14日 必着

― ― い ず れ も ――

場 所・申 込・ 問合 せ先 女性 総 合セ
ン タ ー 〒123 梅 田7 ―33―1
エル ・ ソフ ィア 内03880 ―5222

女 性相 談室 のお 休 み

休葉期間8月12日～16日( この期　
間は 相 談の予 約 も休 み)

問 合せ 先 女 性総 合セ ンタ ー 相談 室
03880 ―5223( t 木業 中 は*13880 ―
5222)

8 月の安売りデー
青 果物8 月21日( 水) … 黄 緑 のノ ボ

リ のあ るお 店
魚8 月23 日( 金)・・・青 いノ ボリ のあ

る お 店
主 催I E> 東 京都 青果 物商 業 協同 組 合

千 住・ 西 新井・ 綾 瀬支 郎[ > 関東
水 産物 商業 協 組合 西新 井 ・千 住支
部

後 援 足 立区
RECYCLE PAPER
―森林資源を 大切に ―

S. N. 259. 000


